
　修正箇所がありましたら、赤字でお願いします。
　回覧が終了しましたら、営農振興課へ返送をお願いいたします。
　ご多忙とは存じますが、３月３日（金）までによろしくお願いいたします。

令和４年７月２５日除草剤研修会風景

ＪＡ東びわこ

大豆施肥・防除設計書
資材申込書

令和５年産



大豆資材の見直しについて

本年度の大豆資材の見直しについては、は種後から発芽までの雑草処理に対応するため、大豆が出

芽したあとでも全面散布可能な除草剤パワーカイザー液剤の採用を行いました。

また、本田病害虫薬剤についても、MR.ジョーカーEW剤の大豆登録変更に伴うハスモンヨトウ・カメ

ムシ防除対策として新たに２剤の採用を行い、殺菌・殺虫ダブルの効果があるアミスタートレボンと、

殺虫剤に効果のあるトレボンエアーの採用を行いました。

新たな除草剤の採用
パワーカイザー液剤

パワーカイザー液剤の特徴

大豆出芽直前～３葉期まで使用可能‼

大豆が出芽したあとでも全面散布可能で、主に雑草に直接かかることで効果が発生

します。また、イヌホウズキやヒユ科、イヌタデなどの一年生広葉雑草や一年生イネ科雑

草の発生始期から２葉期までの処理で高い除草効果を示します。

MR.ジョーカーEW剤の大豆登録変更に伴い、新たに２剤の採用を行いました。

トレボンエアーの特徴

カメムシ類・ツメクサガ・ハスモンヨトウ・マメシンクイガなどの害虫に幅広い効

果が期待でいます。

アミスタートレボンの特徴

殺菌・殺虫剤にダブルの効果が期待でき、紫斑病・カメムシ類・マメシンクイガに

高い効果を示します。

トレボンエアー

アミスタートレボンSE

本田防除剤の見直し
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38

需要に応じた大豆栽培について

管内の令和４年産大豆の作付面積は約９２８ｈａとなっており、ことゆたかＡ１号・フクユタカの

作付けが全体面積の７割を占める状況となっています。

また、当ＪＡでは需要に応じた生産につなげるため、次のような品種構成を目指しています。

生産者の皆様の作付け協力をよろしくお願いを致します。

ことゆたか

Ａ１号

43%

フクユタカ

31%

タマホマレ

7%

オオツル…
その他

13%

令和４年産の品種ごとの作付割合

各品種の主な使用用途

ことゆたかＡ１号

38%

フクユタカ

38%

すみさやか

7%

オオツル

5%

タマホマレ

4%
その他

8%

令和５年産

東びわこが求める作付け品種割合

オオツル
おもに、煮豆用や湯葉の原料としての利用が多く、裂

皮や病害虫（紫斑病・カメムシ被害）の無い大豆が強く

求められています。

フクユタカ
おもに、豆腐や豆乳の原料としての利用が多く、近年

の健康志向ブームから豆乳メーカーからの需要が強く

安定供給が求められています。

大豆の価格動向

国産大豆は、平成３０年から令和２年産にかけて、全国的な不作が続いた影響から需要に対し供給不足

の状態が続き販売価格も上昇しました。特に令和２年産大豆の販売価格は近年では一番高値で販売を完

了しました。

令和３年産は、全国的に豊作傾向であったが、不安定な世界情勢から輸入大豆への不安が広がり当初価

格は高値で推移したものの、徐々に落ち着きを取り戻しました。

しかし、依然、国産大豆への関心は高く安定した供給が強く求められています。生産者の皆さまには引き続

き安定生産に向けたご協力をお願いします。

ことゆたかＡ１号
おもに、豆腐や湯葉の原料としての利用が多く、実需

者からは安定供給が求められています。
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目標収量　　３００㎏/１０ａ

月
旬

若　　莢　　期 子　実　肥　大　期

若　　莢　　期 子　実　肥　大　期

栄養生長期 開花期 若　　莢　　期 　　　子　実　肥　大　期 成熟期

◎施肥 （１０ａ当たり）

は種量（目安）

４～６㎏
／１０ａ

中

６月中旬～６月下旬
６月中旬～７月上旬
７月上旬～７月中旬

タマホマレ
ことゆたかＡ１号

フクユタカ

１０月

開花期

８月 ９月
上 下

成熟期

中下 上 中 下上

フ
ク
ユ
タ
カ

注
意
点

発芽・子葉期
タ
マ
ホ
マ
レ

発芽・子葉期 成熟期こ
と
ゆ
た
か
A
１
号

オ
オ
ツ
ル

上 中 下 中 下

栄養生長期 開花期

中
１２月

収穫期

◎注意が必要な病害虫

硫安

１１月
中 下上 上

収穫期

収穫期

基肥

追肥

施用量

１００㎏

３０㎏

１０㎏

大豆専用化成
６１０

区分

土づくり 粒状炭酸苦土石灰

肥料名

大豆栽培こよみ

品種名
６月中旬～６月下旬オオツル

は種時期

発芽・子葉期

７月

栄養生長期

６月
上

適期は種
6月中～6月下旬

中耕・培土
7月上～8月上旬

病害虫防除
8月上～9月下旬

適期収穫 タマホマレ：11月上～11月下旬開花期追肥

適期は種
7月上～7月中旬 中耕・培土

7月中～8月中旬

病害虫防除
8月下～10月中旬

適期収穫
11月中～
12月中旬

開花期追肥
早播き・密植は避ける！！

中耕・培土
7月中～8月上旬

病害虫防除
8月下～9月下旬

開花期追肥

排水対策の徹底！！（この期間の湿害には注意） 干ばつに注意！！ 適期病害虫防除の実施！！ 適期収穫の実施！！

ハスモンヨトウ

ハスモンヨトウ被害

フタスジヒメハムシ フタスジヒメハムシ被害粒

アオクサカメムシカメムシ類による被害

紫斑病

・排水対策と土づくり

●排水性・通気性が良好で、有機物を含んで
保肥力に富んだ土壌を好みます。
（ｐＨ６．０～６．５）（地下水位４０～５０㎝）

①適地を選ぶ

●降雨後、ほ場に水がたまらないように排水溝
をつけましょう。

麦跡ほ場の場合は排水溝を再点検し雨水が速
やかに排水路へ流れているか確認しましょう。

●排水の悪いほ場では、弾丸暗渠やプラウ耕を
行い、雨水が地下に浸透しやすくしましょう。

②排水対策の徹底

●大豆栽培では根粒菌の活性が重要です。そ
のためにも、有機物の施用や土壌の酸度矯正
に努めましょう。また、麦跡のわらは焼かずに
鋤き込み地力促進に活用しましょう。

●大豆はリン酸・カリ・石灰の補給が重要で、窒
素肥料を多量に施肥すると根粒菌の活性が
低下するので注意しましょう。

③土 づ く り

・は種作業・除草作業

①は種時期・は種量

②種 子 消 毒

●生育を安定させるために種子更新を行い品質向上・
安定生産に心掛けましょう。
【自家採種を繰り返すと、品種特性が薄れたり、

種子伝染病害が発生する可能性があります。】
●紫斑病対策として種子消毒を行いましょう。
●鳥害の恐れがある場合はｷﾋｹﾞﾝ剤を使用しましょう。

③除 草 剤

・は種覆土後の除草
◎粒剤…エコトップＰ細粒剤Ｆ・クリアターン細粒剤Ｆ・

ラクサー粒剤は発芽した雑草に対しては効果が劣るので、
雑草発生前に適期を逃がさず散布しましょう。
土壌が極端に乾燥していると効果が劣るので、土壌に
適度な水分がある時に使用しましょう。

◎乳剤…トレファノサイド乳剤・エコトップＰ乳剤・
ラクサー乳剤は、は種覆土後に、土壌表面に散布しましょう。
効果をあげるために砕土はできるだけ細かくしましょう。

・雑草生育期の除草
◎ポルトフロアブル…イネ科雑草に大変効果が高い。

（広葉雑草・カヤツリグサ科には効果が期待できない）
◎大豆バサグラン液剤…広葉雑草に大変効果が高い。
（イネ科雑草には効果が期待できない）

◎パワーカイザー液剤…大豆出芽後でも全面散布が可能
（イネ科雑草【2葉期まで】や広葉雑草まで幅広い雑草に効果があります）

◎アタックショット乳剤…大豆生育期に使用でき広葉雑草に効果が高い
（イヌホウズキやマルバルコウなどの難雑草に効果が期待できます。）

・中耕・培土 うね間かん水

中耕・培土は本葉２葉
展開期～４葉展開期
に２回行いましょう。
また、開花１週間前ま
でには作業を終了しま
しょう。

・大豆の生育初期はきわめて湿害に弱いですが、開花期以降の水の
要求量は高く、生育が旺盛となる開花後の40～50日間に大部分が
吸収されます。
●葉が半分以上しおれて内側に巻くようになったら、かん水が必要で
す。
●開花期から子実肥大期にかけて降雨がなく、土が白く乾く状態が
見受けられたときはかん水を実施しましょう。
●大きなほ場では３日程度に分けてかん水し、１度に多量のかん水は
やめましょう。（うね間の水たまりは厳禁です）

①中 耕 ・ 培 土

②う ね 間 か ん 水

③病 害 虫 防 除

病虫害は品質・収量低下の大きな原因となります。
開花期以降を重点的に防除を行いましょう。
茎や葉・莢に薬剤が十分かかるように散布し、周辺作物に薬剤が飛
散しないように注意しましょう。

◎汚損粒発生や機械トラブルを防ぐため、事前に青立ち株や
雑草は引き抜いておきましょう！！
◎大豆の成熟期は「葉が完全に落葉し、莢の大部分が褐変し、
莢を振ればカラカラと音がする時期」です。
早すぎると、汚損粒・しわ粒により品質が低下し、遅すぎると
裂莢による損失増加や降雨により品質が低下しますので適期
収穫に努めましょう。
◎子実水分１７～１８％以下で脱粒を行い、乾燥は水分
１３．５％以下に仕上げましょう。

・収 穫 ・ 乾 燥 ・ 調 製

令和５年産

適期は種
6月中～７月上旬

適期収穫
10月下～11月中旬

適期収穫 オオツル：10月中～11月上
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排水対策（輪作体系での排水対策）

大豆のは種時期は、梅雨時期と重なることが多く排水対策を怠ると湿害による発芽不良につ

ながります。

しっかりとした排水溝の設置でスタートダッシュをきめ、反収アップを目指しましょう‼

水稲→麦→大豆輪作体系での排水対策の考え方‼

・中
干
し
の
お
か
げ
で
収
穫
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
、

コ
ン
バ
イ
ン
で
ほ
場
が
荒
れ
な
い
。

⇑

・水
稲
収
穫
直
前
ま
で
入
水
が
で
き
、

粒
張
り
の
良
い
米
が
で
き
品
質
向
上
に
つ
な
が
る
。

⇑

・水
稲
の
『中
干
し
』を
し
っ
か
り
と
行
い
ほ
場
を
固
め
る
。

・湿
害
を
受
け
に
く
く
麦
の
生
育
が
均
一
と
な
り

収
量
・品
質
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
。

⇑

・ほ
場
が
乾
き
麦
の
は
種
・出
芽
率
が
上
が
る
と
と
も
に

除
草
剤
効
果
の
向
上
も
期
待
で
き
る
。

⇑

・ほ
場
が
比
較
的
乾
い
て
お
り
排
水
溝
設
置
も

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
大
豆
栽
培
で
も
活
用
が
で
き
る
。

水 稲

・大
豆
の
反
収
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
。

⇑

・ほ
場
が
乾
い
て
い
る
こ
と
で
、
出
芽
率
が
上
が
り

苗
立
ち
の
確
保
が
行
え
る
。

⇑

・ほ
場
が
比
較
的
乾
い
て
お
り
、
梅
雨
時
期
の
は
種
で
も
楽
に
で
き
る
。

しっかりと対策ができ

ている排水溝このような排水溝は、ほ場外に

水が排出せず湿害を受けやすく

収量・品質に影響します。

このようなほ場を見かけたら、ス

コップで土を上げるなどし排水

対策に努めましょう。

また、水稲や麦栽培の時から排

水溝を意識した管理に努めま

しょう‼

土などが落ち改善が

必要な排水溝

麦 大豆
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※ハト・キジバト等の種子食害忌避にも効果があります。
※240mℓ規格で30kgの種子消毒が行えます。

キヒゲンＲ-２
フロアブル

は種前 １回
乾燥種子１㎏当たり
原液20mℓ塗沫処理

紫斑病・苗立枯病・ﾀﾈﾊﾞｴ

適用病害虫

紫斑病・茎疫病・ｱﾌﾞﾗﾑｼ類・ﾀﾈﾊﾞｴ・
ﾈｷﾘﾑｼ・ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼなど

ベンレートＴ
水和剤２０

は種前 １回
乾燥種子重量に

0.2～0.4％粉衣処理
紫斑病

クルーザー
MAXX

使用時期

は種前 １回

使用回数

乾燥種子１㎏当たり
原液8mℓ塗沫処理

使用方法薬剤

種子消毒

大豆の種子は自家採種を続けると小粒傾向となるとともに、品種特性も薄れ、種子伝染性

病害にもかかる可能性がありますので、種子更新をしっかりと行い安定生産につなげましょう。

土づくりと施肥
★土づくり・・・大豆は良く肥えているほ場を好みます。土づくりに稲わらや麦わらをうまく活用しましょう。

また、堆肥等の施用は根粒菌の着生や活性化を促し収量アップにつながります。

※大豆の最適土壌はｐH６．０～６．５と言われています。必ず石灰資材を施用し土壌酸度の調整を行いま

しょう！！

（土づくり・・・粒状炭酸苦土石灰１００㎏/１０ａ）

★基肥・・・大豆に吸収されるチッソは地力や根粒菌からの供給が多いことからチッソ施肥の効果は小さ

いですが、根粒菌の活動が始まるまでのチッソ肥料は初期生育を助けるのに重要です。また、リン酸・カリは

根粒菌では供給されないのでしっかりと施用しましょう。

（基肥・・・大豆専用化成６１０ ３０～４０ｋｇ/１０ａ）

初期生育確保のポイント

①石灰資材は必ず施用し酸度矯正を‼

②排水対策もかねて土壌の下層は粗く、出芽のために表層は細かく‼

③チッソ肥料過多は、根粒菌の着生を妨げるので注意‼

④堆肥等有機物の施用で根粒菌を活発に‼

クルーザーＭＡＸＸ

低温・過湿条件下では作物の生理活性が低下し茎疫病などが心

配されますが、クルーザーＭＡＸＸは大豆を守り苗立率が向上し生

育も旺盛となります。

種子更新
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※は種適期を過ぎると生育不足による反収低下をまねきます。麦収穫時期を考えた品種選定に心掛けましょう！！

は種適期

オオツル は種適期

タマホマレ は種適期

収穫時期

小麦の収穫を考えた大豆は種適期

フクユタカ は種適期

作物名
６月 ７月

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

小麦（ふくさやか）

ことゆたかＡ１号

は種時期
大豆のは種は麦収穫直後からの作業となり、品種

によっては適期が限られています。作付計画をしっ

かりと行い適期は種に心掛けましょう‼

①は種量（目安）・ ・ ・ ・は種量は４～６kg/１０ａ
②は種作業と苗立ちの確保

は種深は３～４ｃｍを確保するとともに、

栽植本数は10,000～15,000本/10ａを確保しましょう‼

（密植栽培は20,000～30,000本/10ａ確保しましょう！！）

注意‼

大豆を早播きすると栄養生長時期が長くなり過繁茂になり、反対に遅播きすると生育

不良となり収量に影響が出ますので、極端な早播き・遅播きには気をつけましょう。

計画的に作業を行い品種に応じた播種適期を‼

❶排水溝の徹底により水はけが良い‼（湿田部分が少ない）

❷適期作業が実施されている‼（７月中旬頃にはは種が終わっている）

❸丁寧な耕起（土塊が細かい）を実施し除草剤の効果を高めている‼

❹中耕・培土が確実に実施されている‼

❺病害虫防除の発生状況により適期防除が実施されている‼

❻干ばつ時などは畝間かん水の実施を行い、莢数確保と青立ち予防に心掛けている‼
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中耕・培土の効果とは？

中耕・培土
中耕・培土は安定多収生産を行う上で欠かすことのできない基本技術です。中耕は土壌の通

気性を良くし、根粒菌の着生や根の活力を高めると同時に、雑草の発生を抑えます。

また、培土には新しい根の発生を促し、養分吸収を高め生産量の確保や倒伏防止効果も期

待できますが、作業が遅れると根を傷めるため、開花初めまでに１～２回行いましょう‼

中耕・培土で品質向上・収量アップを‼

①新根の発生を促し、後期の養分の吸収を高める‼

②土壌の通気性を良くし、根粒菌や根の活力を高める‼

③土壌の保水力が高まり、干ばつを防ぐ‼

④根域拡大と培土で倒伏防止につながる‼

⑤排水・かん水作業がスムーズに行える‼

⑥雑草の発生を抑えることができる‼

★中耕・培土の作業適期は？

作業の適期は、本葉２葉展開期～４

葉展開期で１～２回行い、初生葉が隠

れる程度が基本です。

★第１回目の目安

本葉２～３枚の頃に子葉が隠れる程

度の位置まで実施。

★第２回目の目安

本葉４枚頃に初生葉が隠れる程度の

位置まで実施。

また、作業時期が遅れると、逆に根を

傷つけるため、作業は開花１週間前まで

には終えましょう‼
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①砕土率
※土壌処理剤ではしっかりと『処理層』ができないと除草剤の効果が発揮できません。

②土壌水分

③天　　候

雑草防除
近年管内の大豆栽培において雑草対策に困っておられる方を見受けます。

雑草の発生は、大豆生育の阻害につながると共に、収穫時の雑草の汁による汚損粒など品

質低下の原因にもなります。

除草剤の効果を最大限に発揮するように心掛けましょう‼

除草剤（土壌処理剤）をうまく効かせ初期雑草を抑えましょう‼

そのためには、①砕土率 ②土壌水分 ③天候に注意し作業を行いましょう‼

生育初期の雑草対策

処理層

処理層に雑草の芽や根の生長

点が触れて枯れる

処理層に生長点が

触れないと枯れない

均一な処理層ができる

処理層が不均一、剤が

かからない場所も…

土も細かく砕土が均一で除草剤が効き

やすい土壌

大きな土塊があり処理層が均一に形成

できず、除草剤が劣る土壌

土壌処理剤は土壌水分によって均一に散布され処理層を作るので、一定の水分が必要です。

また、水分が多すぎると土壌処理剤が流れたり、浸透し結果的に処理層がうまく作れず雑草

発生につながります。

薬剤を散布しても、直後に大雨が降ると薬剤が流れて効果が出ないことや、逆に好天が長く

続くと土壌が乾き過ぎて処理層がうまく形成できずに効果が劣ります。

天気予報を確認し散布条件に適した条件での散布に心掛け薬剤の効果を高めましょう‼
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病害虫防除
管内生産者の管理日誌を見ていると、病害虫防除を実施されていない方も見受けられます。

病害虫による食害で収量や品質低下を招いている生産者も少なくありません！

種子消毒がされていても、夏～秋は多くの病害虫が発生しますので、必ず本田防除を実施し品質

向上に努めましょう！

ＪＡでは無人ヘリコプターの請負防除を実施しています。

面積などの要件はありますがお気軽にご相談下さい。

また、無人ヘリ防除は大豆の葉の裏まで薬剤がかかること

で病害虫に対する効果が高いとされています。

無人ヘリの散布費用 （全農請負参考価格）（税込み価格） 【R5.3月現在】

１，８３５円（散布ｵﾍﾟﾚｰﾀ料）＋１０円（協会負担金）＋散布薬剤費/１０ａ

散布時間

１ｈａ 約１０分～１５分程度（労力・作業時間の省力化が図れます）

干ばつ時のうね間かん水
大豆は生育初期の湿害には極めて弱い作物ですが、開花期から登熟期の要水量は多くなりま

す。梅雨明け以降に降水量が少ない場合には水不足に注意しましょう。また、水不足により葉

がしおれたりすると落花・落莢が多くなり着莢数が低下し減収を招きます。

うね間かん水の目安は？

開花期以降に晴天が１週間程度続けばうね間かん水が必要です。
（葉がしおれ、葉が裏返った症状が圃場の５０％程度見られる状況です‼）

無人ヘリ防除風景

注意点‼
ほ場内に長時間水が停滞すると湿害が生じるので、できるだけ大

量の水を通水し短時間でかん水するようにしましょう。（うね間の水
たまりは厳禁です）

青立ち症状対策！！
青立ち症状発生の原因には、高温乾燥条件による土壌水分の低下と乾燥ストレスによる莢の減少や登熟期間の

水分不足・害虫による子実肥大の阻害等が考えられます。

その対策

①害虫の発生状況に応じてカメムシ類やフタスジヒメハムシ等の害虫防除を徹底しましょう。

②は種前の排水対策を徹底し、開花期頃に降雨が少なく土が乾燥している場合には、うね間かん水を実施し

湿潤状態に保ち水不足を防ぎましょう。ただし、開花期を乾燥状態で管理した後にうね間かん水すると青立

ち症状を助長する場合があるので、できる限り開花期頃から土を湿潤状態に保ちましょう。
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４００～６００ｍℓ
（散布液量１００ℓ）

１回

２００～３００ｍℓ
（散布液量１００ℓ）

２００～３００ｍℓ
（散布液量１００ℓ）

出芽直前～３葉期まで
（雑草発生始期～２葉期）

１回

使用期間の
幅が広い

帰化アサガオ
にも効果的

大豆バサグラン液剤
１００～１５０ｍℓ

（散布液量１００ℓ）

※中耕・培土後に雑草が多発した場合には下記の除草剤を活用しましょう。　　　　　

ラクサー粒剤 ４～８ｋｇ

ポルトフロアブル
２００～３００ｍℓ

（散布液量１００ℓ）

１回は種後発芽前（雑草発生前）

雑草生育期
（イネ科雑草３～１０葉期）

収穫３０日前まで

大豆２葉期～開花期
（雑草の生育初期～６葉期）

但し、収穫４５日前まで

パワーガイザー液剤

１回
広葉雑草が
多いほ場

トレファノサイド乳剤

ラクサー乳剤
４００～８００ｍℓ

（散布液量１００ℓ）

は種後発芽前 １回

雑草や病害虫防除は時期を逃さず適期に行いましょう！！
◎除草剤散布
　　は種・覆土後、土が乾くまでに薬剤を散布しましょう。また、散布前には必ず容器の記載事項を確認しましょう。

４～６ｋｇ １回

クリアターン細粒剤F

薬剤名

エコトップP細粒剤F

使用回数

１回

散布量

４～５ｋｇ

使用時期

は種直後（雑草発生前）

★土壌処理剤 １０ａ当り

は種後出芽前（雑草発生前）

エコトップP乳剤

使用時期 使用回数

１回

※アタックショット乳剤は、薬剤がかかった大豆に一時的な薬害症状（褐変・縮葉・白化等）が現れる場合
がありますが、新しく展開する葉へは影響がなく次第に目立たなくなります。
（なお、アタックショット乳剤の使用にあたっては使用確認書の提出が必要となります。）

※ポルトフロアブル使用時には周辺のイネ（水稲）への飛散に注意してください。
（また、広葉雑草には効果がありません）

アタックショット乳剤
３０～５０ｍℓ

（散布液量１００ℓ）

大豆２葉期～開花期
（雑草の生育期）

但し、収穫４５日前まで
１回

広葉雑草が
多いほ場

薬剤名 散布量 備考

イネ科雑草が
多いほ場

適期・適量の除草剤の散布

除草剤

NEW
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被害粒
皮切れ粒は・・・
　

しわ粒は・・・

ちりめんじわ予防・・・

亀甲じわ予防・・・

　皮切れ粒は、乾燥時の送風温度あるいわ湿度が大きく関係して起こりま
す。
送風湿度が４０％を下回ると発生割合が高くなりますので、晴天の日中は
送風湿度が低くなるので、常温通風乾燥を心掛けましょう。また、火力乾燥
を行う場合も常温＋５℃以下の送風で感想を行う事で被害粒を減少できま
す。

皮切れ粒

しわ粒（ちりめんじわ）

しわ粒（亀甲じわ）

収 穫
収穫の目安は？

葉が完全に落葉し、莢の大部分が褐変し（莢の色が茶色に変わる）

莢を振ればカラカラと音がする頃が収穫時期です‼

汚損粒や機械のトラブル防止のために、事前に雑草や青立株を除去しましょう！

また、刈取り時に土の侵入による汚粒での品質低下がみられます。刈取り部分の調整をしっかりと行

い１０ｍほど試し刈りをして汚損粒がないか確認します。また、土が混入した時は機械を確認するな

ど汚粒の防止に心掛けましょう‼

刈取り水分は１７～１８％以下を目安に‼
成熟期後に子実が乾燥と吸水を繰り返すと大豆のしわの原因につながります。

皮切れ粒は、乾燥時の送風温度あるいは湿度が大きく関係して起こります。

送風湿度が４０％を下回ると発生割合が高くなりますので、送風湿度が低くな

りやすい晴天の日中は常温通風乾燥を心掛けましょう。また、火力乾燥を行う

場合も常温＋５℃以下の送風で乾燥を行う事で被害粒を減少できます。

しわ粒は等級低下の大きな原因につながります。また、しわ粒はへその反対側

の種皮と子実がギザギザになる『ちりめんじわ』と、種皮が亀甲状になる『亀甲

(かぶと)じわ』に大きく分けられます。

ちりめんじわ粒は、生育後期に子実がうまく肥大しない時に起こります。

登熟後半の栄養状態をよくすると共に、排水対策をしっかり行い土壌環境を良

くすることで予防につながります。

亀甲じわ粒は、成熟期後の子実が吸湿と乾燥を繰り返すことで主に起こると

言われています。

圃場内での刈り遅れが起こらないように、適正水分の１７～１８％以下になれ

ば速やかに収穫を実施することで予防につながります。

汚損粒は、土の嚙込みやほ場内の雑草の嚙込みが主な発生原因として考えられます。

土の嚙込みを防ぐためには、収穫作業中に土が入ったら、速やかにコンバイン作業を停

止しほうき等でコンバイン内の土を取り除きましょう。

また、朝方や夕方の収穫は露によりコンバイン内のゴミが付着しやすく、そのごみが大豆

に付着し汚損粒につながります。収穫作業は朝露が完全に乾く午前１０時頃から日没ま

での日中に行い汚損粒予防に心掛けましょう。

汚損粒

（土による汚損）（雑草による汚損） 11



◎病害虫防除　（使用基準をしっかりと遵守し、周辺作物に注意し散布しましょう）
１０ａ当り

液
剤
防
除

薬剤名 散布量 対象病害虫

２回目
トップジンＭ
水　 和　 剤

１００～３００ℓ
（希釈倍率１０００倍）

紫斑病・菌核病

３回目
トレボン
乳　 剤

１００～３００ℓ
（希釈倍率１０００倍）

使用時期 使用回数

１回目
スミチオン
乳　　　剤

１００～３００ℓ
（希釈倍率１０００倍）

アブラムシ類･カメムシ類･マメシンクイガ
・シロイチモンジマダラメイガ
･ダイズサヤタマバエ
・マメヒメサヤムシガﾞ

収穫
２１日前まで

４回以内

無
人
ヘ
リ
・
ド
ロ
ー
ン
散
布
対
応
剤

薬剤名

収穫
１４日前まで

４回以内

使用時期 使用回数原液 散布量

トップジンＭ
ゾル

アブラムシ類･カメムシ類･ハスモンヨトウ
フタスジヒメハムシ・フキノメイガ
・マメシンクイガ・シロイチモンジマダラメイガ
・ダイズサヤタマバエ

５０～
１００ｍℓ
　　/１０a

収穫
２１日前まで

収穫
１４日前まで

４回以内

２回以内

収穫
１４日前まで

２回以内

収穫
１４日前まで

２回以内

０．８ℓ
（希釈倍率５倍）

水　６４０ｍℓ
薬剤１６０ｍℓ

０．８ℓ
（希釈倍率８倍）

水　７００ｍℓ
薬剤 １００ｍℓ

カメムシ類・ツメクサガ・
ハスモンヨトウ・マメシ

ンクイガ

紫斑病

収穫
７日前まで

２回以内

０．８ℓ
（希釈倍率８倍）

水　７００ｍℓ
薬剤 １００ｍℓ

０．８ℓ
（希釈倍率８～１６倍）

水 ７５０～７００ｍℓ
薬剤５０～１００ｍℓ

ハスモンヨトウ

紫斑病・カメムシ類・
マメシンクイガ

プレオフロアブル

１回目

薬剤
混合
する
場合

１回目

１つの
薬剤での

場合

２回目

対象病害虫

選
　
　
　
択

トレボンエアー

アミスター
トレボンSE

１００ｍℓ
　　/１０a

１６０ｍℓ
　　/１０a

１００ｍℓ
　　/１０a

適期の病害虫防除の実施

大豆病害虫防除剤

NEW

NEW
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土は細かく丁寧にトラクターで作業しましたか？

排水溝はしっかりと設置し、排水溝に土は落ちていませんか？
また、水尻としっかりつながっていますか？

回

次年度への注意点

◎　　　　×

◎　　　　×

◎　　　　×

◎　　　　×

◎　　　　×

◎　　　　×

◎　　　　×

発芽はしっかりとしていますか？
（苗立は確保できていますか？）

防除作業

作業区分

土壌改良資材（粒状炭酸苦土石灰）は散布しましたか？

チェック項目

◎　　　　×

実施の◎×

本田病害虫防除は実施しましたか？

防除回数

開花期追肥は実施しましたか？

◎　　　　×

◎　　　　×

◎　　　　×

種子消毒剤を使用し病害虫予防に努めましたか？

砕土は細かくし、除草剤はしっかりと適期に散布しましたか？

は種作業は適期に行えましたか？
　　　　　　　　　　　    　　（７月中旬頃までに・・・）

麦わらや有機物等のすき込み施用はしましたか？

管理作業

播種準備

◎　　　　×

中耕・培土は行いましたか？

播種作業

雑草防除

ほ場条件によりかん水作業はしましたか？
（開花期以降晴天が1週間続いた場合）

収穫作業は適期に実施できましたか？

薬剤名（　　　　 　　　　 　　） 薬剤名（　　　　　　　  　　　） 薬剤名（　　　 　　　 　　　） 薬剤名（　　　　　 　　 　　　）

収穫作業

結　　果

収穫前に雑草や青立株を除去しましたか？

反収・等級は昨年より良かったですか？

◎　　　　×

◎　　　　×

◎　　　　×

本年度　大豆面積　　　　　　　ha

収穫量　　　　　　　　　　　　　　㎏

反収　　　　　　　　　　　　　 　　㎏

大豆栽培チェックシート
チェックシートを活用し反収アップにつなげましょう！！

実施したこと実施できなかったことを記入し、次年度への栽培の参考につなげましょう！！
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営農振興課・TAC ＴＥＬ ２８－７８５１ 愛荘営農経済センターＴＥＬ ４２－２０７１

販売推進課・施設課 ＴＥＬ ２８－７８５２ 秦荘支店 ＴＥＬ ３７－２３０１

経済課 ＴＥＬ ２８－７８６２ 　　（経済担当携帯） ＴＥＬ 090-5018-7083

愛知川支店 ＴＥＬ ４２－２３５５

　　（経済担当携帯） ＴＥＬ 090-1078-6804

彦根営農経済センターＴＥＬ ２８－９８３８ 稲枝営農経済センターＴＥＬ ４３－３７２０

彦根中央支店 ＴＥＬ ２６－９１００ 　　（経済担当携帯） ＴＥＬ 090-8825-5402

彦根南支店 ＴＥＬ ２８－９８００ 稲枝支店 ＴＥＬ ４３－３２２１

ＴＥＬ 090-9093-2741

彦根東支店 ＴＥＬ ２４－９６００ 東部営農経済センターＴＥＬ ３５－２５５２

鳥居本支店 ＴＥＬ ２２－５６８７ 多賀支店 ＴＥＬ ４８－１００７

彦根北支店 ＴＥＬ ２７－９７００ 大滝支店 ＴＥＬ ４９－０３３４

ＴＥＬ 090-6988-6923 　　（経済担当携帯） ＴＥＬ 090-5018-8102

甲良支店 ＴＥＬ ３８－２８１１

ふれあい支店 ＴＥＬ ４３－８０００ 　　（経済担当携帯） ＴＥＬ 070-4445-5205

　　（経済担当携帯） ＴＥＬ 090-1078-6804 河瀬亀山支店 ＴＥＬ ２８－１２３５

　　（経済担当携帯） ＴＥＬ 090-6988-7197

豊郷支店 ＴＥＬ ３５－２５５１

　　（経済担当携帯） ＴＥＬ 080-2503-3174

　（彦根中央・南経済担当携帯）

　（彦根東・北・鳥居本経済担当携帯）

お問い合わせ・ご相談は！

本 店 愛荘営農経済センター管内

稲枝営農経済センター管内彦根営農経済センター管内

東部営農経済センター管内

稲枝・愛知川管内


